
　

【教職員】
生徒指導の３機能を活かした授
業づくりに努めている

９１％（97）

８９％（91）

29
(26) Ｂ

・年度初めの共通理解だけでなく、機会を捉えて実践状
況を確認したり、課題を意識したりしながら、年間を通
して進めていく。

【教職員】
課題等を工夫し、課題を意識し
た授業づくりに努力できた

９５％（93）

　９３％（91）

38
(30) Ａ

○年間を通して研究授業や相互授業参観などで、授業研
究を進めてきたため、高い意識を維持できたと思われ
る。これからも、意識を継続できるよう、学校全体で取
り組んでいく。

【教職員】
同じ教科を担当する職員と共通
理解を図り、実践を進めること
ができた

９３％（98）

　９１％（96）

48
(42) Ａ

○教科部会を定期的に設定し、各教科で共通理解、共通
実践を図るようにしてきた。今後も継続していく。

【生　徒】
授業では、生徒の間で話し合う
活動をよく行っていたと思う

９０％（93）

　９０％（96）

36
(40) Ａ

○「生徒をつなぐ働きかけ」を学校研究の柱として進め
てきたため、年間を通して意識しながら授業することが
できた。

【生　徒】
授業は分かりやすい

８４％（88）

８３％（88）

22
(29) Ｂ

【保護者】
学校は、分かりやすい授業や学
力向上に努めている

７６％（90）

７９％（89）

17
(14) Ｂ

② 校内研修の充実
【教職員】
校内研修会を通して、意識向上
や指導力向上につながった

９６％（92）

９７％（93）

40
(40) Ａ

○年度当初には学校研究の確認としての研究授業、中間
時期には教科の指導力向上のための研究授業として、研
修を進めることができた。担当教科でない授業を参観す
ることで、他教科から学ぶ機会を設定することができ
た。

【教職員】
反復指導等、基礎・基本の定着
への取組ができた

９３％（96）

９５％（98）

43
(42) Ａ

【生　徒】
定期的な漢字・英単語テストに
しっかり取り組んでいる

９３％（93）

９２％（94）

61
(63) Ａ

平成３０年度　内灘町立内灘中学校　学校評価報告書【最終】

○成果　　◆課題 　・改善策

① 授業力の向上

基礎・基本の定着と
活用力の向上

③

評価
上段：前　期
下段：後　期
(　 ):H29年度

回
答
①

＜前期アンケート：７月実施、後期アンケート：１２月実施＞

実施状況の
達成度判断基準

重点項目

学
　
力
　
の
　
向
　
上

1

①よくあてはまる　　②あてはまる　　③あまりあてはまらない　　④まったくあてはまらない

評価の観点主要な具体的な取組

Ａ：①＋②が９０％以上

Ｂ：①＋②が７５％以上

Ｃ：①＋②が６０％以上

Ｄ：①＋②が６０％未満

◆生徒による授業アンケート（年３回）をとり、授業づ
くりに生かしてきたが、これからも生徒の実態をしっか
り捉え、実践に生かしていく。
・テスト前などの放課後の時間に質問教室なども設定し
ていく。

・学習についての取組や学習の様子などは、各学年の学
習便りなどで保護者に周知していく。

○漢字テストや英単語テストにについては、事前に範囲
を知らせ、家庭学習で練習させてから実施した。満点合
格者を掲示するなどし、取組意識の向上をはかることが
できた。

－　1　－



○成果　　◆課題 　・改善策評価
上段：前　期
下段：後　期
(　 ):H29年度

回
答
①

実施状況の
達成度判断基準

重点項目 評価の観点主要な具体的な取組

【教職員】
活用力や書く活動を取り入れた
授業に努力できた

９１％（95）

９６％（89）

36
(42) Ａ

○「生徒の考えを広げる働きかけ」を学校研究として進
めてきたため、発表や書く活動を年間を通して意識しな
がら授業することができた。

【教職員】
学習規律（授業ルール）の定着
に向けた取組に努めた

９１％（98）

９３％（98）

43
(49) Ａ

【生　徒】
授業のルールをしっかり守って
取り組んでいる

９０％（94）

９０％（95）

36
(41) Ａ

【教職員】
計画を立てて家庭学習するよう
に指導している

７９％（85）

８６％（87）

24
(21) Ｂ

【生　徒】★全国質問紙(10)
家で、自分で計画を立てて勉強
している

５７％（64）

６２％（62）

17
(15) Ｃ

【保護者】
わが子は、自分で計画を立てて
勉強している。

５２％（56）

５２％（57）

19
(15) Ｄ

【教職員】
いじめや不登校等の問題に対し
て組織的に取り組んでいる

Ａ：①＋②が９５％以上
Ｂ：①＋②が８５％以上
Ｃ：①＋②が７５％以上
Ｄ：①＋②が７５％未満

９８％（96）

９８％（96）

55
(57) Ａ

○教育活動全般において、いじを根絶するための方策を提示
することによって、教職員の意識がさらに高まったと思われ
る。今後もいじめについては、あらゆる場面においてアンテ
ナを高くし、いじめの根絶に向けて取り組んでいきたい。

【生　徒】★全国質問紙(5)
いじめは、どんな理由があって
もいけないことだと思う

Ａ：①＋②が１００％
Ｂ：①＋②が９５％以上
Ｃ：①＋②が９０％以上
Ｄ：①＋②が９０％未満

９７％（97）

９８％（98）

84
(83) Ｂ

◆生徒の中には若干名ではあるが、いじめられる側に問
題があると考えている生徒がいる。どんな理由があって
も、いじめは絶対に許されないことであるという意識
を、生徒の中に浸透させていきたい。

【保護者】
学校は、いじめや不登校等の問
題の解決に向けて積極的に取り
組んでいる

Ａ：①＋②が９０％以上
Ｂ：①＋②が７５％以上
Ｃ：①＋②が６０％以上
Ｄ：①＋②が６０％未満

６４％（80）

６４％（82）

19
(16) Ｃ

◆いじめ解決に向けての様々な取組の中で、生徒及び教職員内での意
識は高まったと思われるが、保護者アンケートにもあったように、まだまだ
学校内での取組が保護者に伝わっていない部分があると思われる。
・今後ホームページや各種たよりを通じて、積極的にいじめ根絶に向けて
の取組を保護者に発信していく必要があると思われる。

2

生
徒
指
導
の
充
実

生徒理解に基づく
規範意識・社会性の
向上

①

⑤

④ 学習規律の確立

家庭学習の充実

基礎・基本の定着と
活用力の向上

③

学
力
の
向
上

1

○教員アンケートを取り、実態を把握するとともに、課
題を共通理解し、実践にいかすことができた。

○生徒には「授業ルール強化週間」（学期に１回）を設
定し、自己評価させるようにした。年間を通して、授業
ルールを意識させることができた。

・生徒による家庭学習アンケート（年４回）をとり、生
徒の実態を把握してきた。「家庭学習ノートの取組」や
「宿題の見える化」「家庭学習強化週間」の取組を継続
し、家庭学習を充実させていく。
・定期テスト前に計画表を作成させ、見通しを持って学
習する意識を持たせる。各学年で学習を充実させるよう
な取組を行う。計画を立てる具体例や手順を集会などで
周知する。

・学校での学習についての取組などは、各学年の学習便
りなどで保護者に周知していく。
・「３点固定（起床時間・学習開始時間・就寝時間）」
を家庭と連携して推進していく。

Ａ：①＋②が９０％以上

Ｂ：①＋②が７５％以上

Ｃ：①＋②が６０％以上

Ｄ：①＋②が６０％未満
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○成果　　◆課題 　・改善策評価
上段：前　期
下段：後　期
(　 ):H29年度

回
答
①

実施状況の
達成度判断基準

重点項目 評価の観点主要な具体的な取組

【生　徒】
先生方は、意見や思い、悩みを
聴いて対応してくれる

８３％（86）

８４％（88）

32
(31) Ｂ

◆過去３年間に比べ、低い数値となった。日々の学校生活における生徒
の細かな変化を見逃さないように、常にアンテナを高くして、積極的な声
かけを行っていく必要があると思われる。
・生活ノート（はまなす）の提出を促し、生徒がなんでも相談できる体制の
強化につとめる。

【生　徒】★全国質問紙(1)
自分には、よいところがあると
思う

７２％（76）

７１％（76）

21
(23) Ｃ

・生徒自身の自己肯定感の向上を促すためにも、これか
らもあらゆる場面で、「認めて・褒めて・伸ばす」指導
の徹底につとめたい。

【保護者】
学校は、「はまなす」等で生徒
を理解するように努め、一人一
人に応じた指導に心がけている

７８％（90）

８０％（89）

17
(21) Ｂ

【教職員】
一人一人の生徒を大切に、「認
めて、褒めて、伸ばす」指導に
心がけている

９１％（100）

８９％（98）

32
(39) Ｂ

◆１００％の数値達成を目標に、全教職員の意識向上を
はかっていく必要がある。

【教職員】
生徒の基本的な生活習慣の定着
を図るために努力できた

９１％（95）

９４％（93）

30
(32) Ａ

◆１００％の数値達成を目標に、全教職員の意識向上を
はかっていく必要がある。

【教職員】
遅刻、忘れ物、提出物について
指導に努めた

８７％（100）

９３％（100）

55
(39) Ａ

◆１００％の数値達成を目標に、全教職員の意識向上を
はかっていく必要がある。

【生　徒】
きちんとした生活習慣や態度
（時間を守る・服装等）に心が
けている

８９％（91）

８９％（92）

42
(44) Ｂ

○特定の生徒（不登校生）を除き遅刻はほぼゼロであ
る。また、授業開始のﾁｬｲﾑｽﾀｰﾄの意識は定着しつつあ
る。
◆以前にくらべ数値が低下しているため、学校生活の基
本についての意識向上につとめたい。

【生　徒】
学校でしっかりと挨拶をしてい
る

９４％（94）

９２％（94）

47
(55) Ａ

◆まだまだ生徒の意識と教職員間での「ズレ」があるよ
うに思われる。
・生徒会、代議員、部活動等を前面に出し、あいさつを
通じて活気に満ち溢れた雰囲気につとめていきたい。

【保護者】
わが子は、家庭で挨拶をしてい
る

８５％（85）

８４％（87）

42
(43) Ｂ

【保護者】
学校は、落ち着いて生活や学習
に取り組める雰囲気になってい
る

７８％（88）

７５％（88）

17
(17) Ｂ

2

生
　
徒
　
指
　
導
　
の
　
充
　
実

生徒理解に基づく
規範意識・社会性の
向上

積極的な生徒指導の
推進

Ａ：①＋②が９０％以上

Ｂ：①＋②が７５％以上

Ｃ：①＋②が６０％以上

Ｄ：①＋②が６０％未満

②

①

－　3　－



○成果　　◆課題 　・改善策評価
上段：前　期
下段：後　期
(　 ):H29年度

回
答
①

実施状況の
達成度判断基準

重点項目 評価の観点主要な具体的な取組

【教職員】
問題行動等に対しては迅速に組
織的に取り組んでいる

９８％（100）

９８％（93）

68
(57) Ａ

◆１００％の数値達成を目標に、全教職員の意識の向上
を図っていく必要がある。

【生　徒】
ルールを守り、正しいことを進
んで行おうとしている

９２％（94）

９０％（94）

38
(42) Ａ

◆今後もあらゆる活動を通して、ルール指導やマナーの
啓発に努めていく必要がある。

【教職員】
不登校生徒の対応は、家庭やＳ
Ｃ・相談員等との連携を図り、
効果的な支援に努めている

９５％（96）

９７％（84）

40
(50) Ａ

・今後も諸機関との連携を図りながら、不登校対策を推
進していく。

【生　徒】★全国質問紙(2)
先生は、あなたのよいところを
認めてくれている

８３％（87）

８０％（86）

28
(30) Ｂ

・「はまなす」をはじめ、「取組の自己評価表」や「宿
題」へのコメントを通して、価値づけの取組を継続して
いく。

【保護者】
学校は、生徒のことについての
連絡や相談に適切に応じている

７５％（90）

８１％（89）

17
(17) Ｂ

・保護者の悩みや相談に対して、組織的かつ迅速に対応
していく。

【教職員】
ＱＵ調査や特別支援教育研修会
等から、支援を要する生徒の実
態を把握し、指導に生かした

９０％（91）

８１％（76）

29
(20) Ｂ

◆調査の実施から分析・対応策の検討をどのような時期
や流れで行えば効果的か再検討する必要がある。

【教職員】
エンカウンターや人間関係づく
り等を通して、人と関わる力の
育成に努力できた

８４％（78）

９３％（64）

45
(14) Ａ

・昨年度および今年度前期から大きくポイントを上げて
いる。今年度の取組を振り返り、さらに効果的なプログ
ラムの構築に努める。

【保護者】
学校は、生徒の努力を適切に評
価している

７５％（90）

７８％（91）

17
(15) Ｂ

【教職員】
道徳の授業を中心に豊かな心や
感性を育むよう指導している

９１％（88）

９５％（89）

27
(41) Ａ

【保護者】
学校は、道徳の授業を中心に豊
かな心や感性を育むよう指導し
ている

６７％（91）

７２％（94）

20
(13) Ｃ

生
徒
指
導
の
充
実

2

3

Ａ：①＋②が９０％以上
Ｂ：①＋②が７５％以上
Ｃ：①＋②が６０％以上
Ｄ：①＋②が６０％未満

Ａ：①＋②が９０％以上

Ｂ：①＋②が７５％以上

Ｃ：①＋②が６０％以上

Ｄ：①＋②が６０％未満

　
豊
か
な

　
　
心
の
育
成

③

①
道徳教育や人権教育
の推進

④

問題行動等の
指導体制の充実

◆道徳の授業について、すべての学年において年間計画
に基づいて計画的に行われている。次年度からの

⑤ 特別支援教育の充実

教育相談体制の充実

－　4　－



○成果　　◆課題 　・改善策評価
上段：前　期
下段：後　期
(　 ):H29年度

回
答
①

実施状況の
達成度判断基準

重点項目 評価の観点主要な具体的な取組

【教職員】
教育活動全体を通して、人権意
識の高揚に努めている

９１％（93）

９７％（87）

29
(25) Ａ

【生　徒】
人が困っているときは、進んで
助けている

９１％（93）

９０％（92）

39
(44) Ａ

【生　徒】
学校で命の大切さや人権につい
て学ぶ機会がある

９４％（92）

９４％（96）

52
(55) Ａ

【教職員】
行事や生徒会活動・委員会等
に、積極的に取り組むよう支援
に努めた

８８％（97）

１００％（93）

38
(45) Ａ

【生　徒】
行事や生徒会活動、学級活動に
積極的に取り組んでいる

８３％（90）

８４％（92）

32
(33) Ｂ

【保護者】
わが子は、学校行事（遠足、修
学旅行、体育祭や文化祭など）
に喜んで参加している

９４％（96）

９３％（96）

50
(53) Ａ

【教職員】
仲良く安心して過ごせる温かい
学級づくりに努力できた

９１％（95）

９０％（93）

41
(35) Ａ

【生　徒】
学校に行くのは楽しい

Ａ：①＋②が９５％以上
Ｂ：①＋②が８５％以上
Ｃ：①＋②が７５％以上
Ｄ：①＋②が７５％未満

８４％（86）

８６％（84）

41
(47) Ｂ

・生徒自らが、自己の成長を実感できるよう、授業改善
や各取組の内容の充実に努めていく。

【保護者】
わが子の学級は雰囲気が良く、
友達と仲良く活動している

８７％（94）

８４％（93）

47
(39) Ｂ

◆いじめのない居心地の良い学級づくりに今後も努めね
ばならない。

【保護者】
わが子は、楽しそうに学校へ
通っている

８９％（92）

８７％（89）

44
(40) Ｂ

3

Ａ：①＋②が９０％以上

Ｂ：①＋②が７５％以上

Ｃ：①＋②が６０％以上

Ｄ：①＋②が６０％未満

Ａ：①＋②が９０％以上
Ｂ：①＋②が７５％以上
Ｃ：①＋②が６０％以上
Ｄ：①＋②が６０％未満

①
道徳教育や人権教育
の推進

行事、生徒会活動、
部活動の活性化

豊
　
か
　
な
　
心
　
の
　
育
　
成

②

◆学年が主体となり、学級活動や諸行事を通してリー
ダーの育成に努めていく必要がある。

・来年度から完全実施の「特別の教科道徳」を充実させ
るために、考え議論する道徳授業のあり方について検討
し、多面的・多角的な考え方のできる生徒の育成に努め
ていく。

・今年度から各取組において自己評価表を用いて、見通
しを持たせながら取り組ませることができた。今後も継
続していく。

－　5　－



○成果　　◆課題 　・改善策評価
上段：前　期
下段：後　期
(　 ):H29年度

回
答
①

実施状況の
達成度判断基準

重点項目 評価の観点主要な具体的な取組

【教職員】
部活動で生徒の意欲を高め、充
実した活動になるよう努力でき
た

９４％（95）

９５％（87）

46
(55) Ａ

【生　徒】
部活動に意欲的に取り組んでい
る

９４％（93）

９２％（95）

64
(64) Ａ

【保護者】
部活動は、教育活動の推進のた
めに成果をあげている

９０％（92）

８７％（92）

34
(55) Ｂ

【教職員】
学級や学年みんなで協力して何
かをやり遂げさせることができ
た

８４％（91）

９２％（93）

41
(40) Ａ

【生　徒】
学級みんなで協力して何かをや
り遂げ、うれしかったことがあ
る

８８％（88）

８６％（94）

43
(46) Ｂ

【教職員】
将来の夢や目標を持つことの大
切さを指導している

９３％（91）

９８％（93）

37
(34) Ａ

【生　徒】
進路学習を通して、自分の将来
や進路について考えるように
なった

８４％（87）

８７％（90）

47
(44) Ｂ

【生　徒】★全国質問紙(3)
将来の夢や目標を持っている

７７％（79）

７５％（79）

39
(43) Ｂ

【保護者】
わが子は、将来の夢や目標を
持っている

６０％（66）

５６％（66）

25
(21) Ｃ

【生　徒】
内灘中学校の生徒であることを
よかったと思っている

Ａ：①＋②が９０％以上
Ｂ：①＋②が７５％以上
Ｃ：①＋②が６０％以上
Ｄ：①＋②が６０％未満

８８％（90）

８６％（90）

40
(44) Ｂ

◆自己肯定感、有用感を育むための教育活動のあり方を
検討していく必要がある。、

3

Ａ：①＋②が９０％以上

Ｂ：①＋②が７５％以上

Ｃ：①＋②が６０％以上

Ｄ：①＋②が６０％未満

キャリア教育（進路
学習）の推進

④

Ａ：①＋②が８０％以上
Ｂ：①＋②が６５％以上
Ｃ：①＋②が５０％以上
Ｄ：①＋②が５０％未満

豊
　
か
　
な
　
心
　
の
　
育
　
成

③
体験学習やボラン
ティア活動の推進

行事、生徒会活動、
部活動の活性化

②

○各学年における進路学習が計画に基づいて円滑に行わ
れている。

◆部活動の意義を子どもたちと共有し、目標を持って取
り組めるよう指導していく。

◆キャリア教育のさらなる充実に努めなければならな
い。

◆それぞれの取組を通してどのような力を身につけてい
くのかの見通しを具体的に提示し、指導していく必要が
ある。

－　6　－



○成果　　◆課題 　・改善策評価
上段：前　期
下段：後　期
(　 ):H29年度

回
答
①

実施状況の
達成度判断基準

重点項目 評価の観点主要な具体的な取組

【保護者】
学校は、進路に関する指導（進
路説明会・職業調べ等）や情報
提供を適切に行っている

８０％（91）

８２％（93）

25
(24) Ｂ

◆各種便りやホームページを通して、関連する情報を積
極的に提供していく。

【教職員】
読書指導（朝読書等）や図書館
活用に努めている

８６％（79）

８３％（78）

27
(41) Ｂ

○昨年度と比較し、ポイントが上昇している。学校司書
と連携しながら、今後も気軽に図書館を利用できる雰囲
気づくりに努める。

【生　徒】
進んで読書をするようにしてい
る

７３％（63）

６４％（61）

30
(40) Ｃ

◆現在行っている学校司書による読み聞かせや、新刊案
内等の取組をさらに充実させる必要がある。

【教職員】
無言清掃をしっかり行わせると
共に、校舎や物を大切にする態
度や意識を育てる指導に努めた

８４％（88）

９１％（96）

29
(27) Ａ

【生　徒】
清掃に積極的に取り組んでいる

９０％（90）

８６％（91）

38
(42) Ｂ

【生　徒】★全国質問紙(22)
地域や社会をよくするために何
をすべきか考えることがある

６９％（71）

６３％（71）

15
(23) Ｃ

【生　徒】★全国質問紙(6)
人の役に立つ人間になりたいと
思う

９４％（96）

９５％（96）

67
(66) Ａ

【教職員】
危機管理意識を高くもって、日
常の安全指導を行っている

９３％（97）

９８％（95）

42
(45) Ａ

【保護者】
学校は、交通安全や不審者対策
などに危機意識をもった取組を
している。

８０％（91）

８２％（92）

19
(24) Ｂ

【教職員】
学級等の問題の報告・連絡・相
談を確実に行い、組織的な対応
ができた

９８％（98）

９７％（96）

57
(59) Ａ

・年度当初に職員間の連絡体制を確認し、「報・連・
相」の徹底を図っていく。

4

3

豊
　
か
　
な
　
心
　
の
　
育
　
成

清掃活動とエコ活動
の充実

⑥

　
安
全
指
導
と

　
　
健
康
づ
く
り

危機管理意識の向上①

キャリア教育（進路
学習）の推進

④

⑤

Ａ：①＋②が９０％以上

Ｂ：①＋②が７５％以上

Ｃ：①＋②が６０％以上

Ｄ：①＋②が６０％未満

Ａ：①＋②が９０％以上
Ｂ：①＋②が７５％以上
Ｃ：①＋②が６０％以上
Ｄ：①＋②が６０％未満

読書活動の推進

◆防災教育の充実を図っていく必要がある。
・防災訓練の実施内容の見直しを検討する。

◆現在行っている「無言清掃」の意義を再確認し、清掃
の質の向上を図っていく必要がある。

◆教科間の横断的な学習、学校行事やボランティア活動
を関連づけながら、あらゆる機会を通して学ぶ機会を設
ける必要がある。

安
全
指
導
と
健
康
づ
く
り

4
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○成果　　◆課題 　・改善策評価
上段：前　期
下段：後　期
(　 ):H29年度

回
答
①

実施状況の
達成度判断基準

重点項目 評価の観点主要な具体的な取組

【教職員】
学校生活の様々な面で安全な行
動をとるように指導した

９１％（100）

100％（100）

51
(48) Ａ

【生　徒】
学校生活で安全に注意しながら
行動することができた

９６％（97）

９４％（96）

53
(57) Ａ

【生　徒】★全国質問紙(7)
朝食を毎日食べている

９３％（95）

９４％（94）

80
(81) Ａ

【保護者】
わが子は、家庭で毎日朝食を食
べている

９３％（94）

９３％（94）

81
(76) Ａ

【生　徒】
生活習慣（食・睡眠等）に関心
を持ち、自分の健康に注意して
いる

８６％（86）

８３％（86）

34
(42) Ｂ

【保護者】
わが子は、家庭できちんとした
生活習慣が身に付いている

７３％（73）

７１％（72）

11
(23) Ｃ

【教職員】
各種便りや学校HP等で、学校や子
どもたちの様子を保護者や地域へ
分かりやすく伝えている

９１％（93）

９５％（89）

33
(50) Ａ

【保護者】
学校は、各種便りや学校HP等で、
学校や子どもたちの様子を保護者
や地域へ分かりやすく伝えている

９０％（94）

８８％（95）

25
(27) Ｂ

【保護者】
学校から出しているお知らせや
たよりに目を通している

９２％（89）

８５％（89）

37
(40) Ｂ

【保護者】
学校の電話や訪問等での応対は
適切である

８３％（95）

８６％（96）

29
(30) Ｂ

◆対応の仕方については個人差が見られる。今後も保護
者の気持ちに寄り添った対応に努めなければならない。

積極的な情報発信と
学校公開

安全指導の充実

Ａ：①＋②が９０％以上

Ｂ：①＋②が７５％以上

Ｃ：①＋②が６０％以上

Ｄ：①＋②が６０％未満

Ａ：①＋②が９０％以上

Ｂ：①＋②が７５％以上

Ｃ：①＋②が６０％以上

Ｄ：①＋②が６０％未満

①

心と身体の健康づく
り

③
◆規則正しい生活習慣について、スクールライフや保健
だより等を通して啓発していく。

○ホームページをリニューアルし、内容の充実を図るこ
とができた。
◆保護者や地域の方々が求めている情報をタイムリーに
伝えていく必要がある。
・ホームページ担当者をさらに配置し、円滑な更新に努
める。

◆校舎内外の点検等で気になる箇所について、迅速に改
善する。

○生徒、保護者ともに高い数値を持続している。引き続
き、昼の放送や給食便り等を通して食育指導を行ってい
く。

安
全
指
導
と
健
康
づ
く
り

　
開
か
れ
た

　
　
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

5

②

4
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○成果　　◆課題 　・改善策評価
上段：前　期
下段：後　期
(　 ):H29年度

回
答
①

実施状況の
達成度判断基準

重点項目 評価の観点主要な具体的な取組

② 学校評価の充実

【教職員】
保護者アンケートや学校関係者
評価等を学校運営に役立てるよ
うに努力している

９３％（91）

９５％（83）

30
(33) Ａ

○各分掌における分析から対応策の検討までの一連の流
れが定着している。
◆全教職員の課題意識の持続が必要である。

【生　徒】★全国質問紙(20)
今住んでいる地域の行事に参加
している

５８％（62）

５２％（56）

19
(22) Ｄ

◆町内各地域における中学生の関われる機会の掌握が十
分ではない。

【教職員】
メール・ネットに関する内中
ルールを守るように指導した

８４％（92）

９３％（89）

37
(36) Ａ

【生　徒】〕
メール・ネットに関する内中
ルールを守るように心がけてい
る

８３％（86）

７８％（85）

36
(42) Ｂ

【保護者】
わが子は、メール・ネットに関
する内中ルールを守るように心
がけている

７１％（75）

７２％（75）

22
(23) Ｃ

【教職員】
テスト前にノーメディアデーを
意識して、家庭学習に取り組む
ように指導した

９１％（96）

９７％（87）

41
(34) Ａ

【生　徒】
テスト前のノーメディアデーを
意識して、家庭学習に取り組ん
だ

７２％（78）

６７％（75）

25
(29) Ｃ

【保護者】
わが子は、テスト前のノーメ
ディアデーに意識して取り組ん
でいた

５２％（53）

５６％（54）

17
(17) Ｄ

【保護者】
学校では、ＰＴＡ活動が活発で
ある

７７％（87）

７８％（92）

19
(18) Ｂ

◆PTA各部会の取組内容を見直し、執行部を中心に主体
的に活動していただけるよう働きかける必要がある。

【保護者】
学校を信頼して、わが子を預け
ている

９２％（94）

９３％（95）

37
(39) Ａ

◆子どもたちが安心して学校生活を送れるよう、全教職
員が全ての教育活動に一丸となって取り組まねばならな
い。

【教職員】
ペア、グループ活動の目的の明
確化を意識している

９３％（88）

８３％（89）

38
(44) Ｂ

◆何のためのペア・グループ学習なのか、教師がその意
図を明確にしておく必要がある。

③
保護者・地域との
連携

◆生徒、保護者、教職員の意識に差が見られる。
・生徒会が中心になり「（メディア等の利用に関する内
中ルール」の見直しと取組の充実を図っていく。また、
スクールライフ等を通して啓発を行い、家庭や地域と連
携した取組を推進する。

Ａ：①＋②が９０％以上

Ｂ：①＋②が７５％以上

Ｃ：①＋②が６０％以上

Ｄ：①＋②が６０％未満

6

そ
　
の
　
他

開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

5

① 校内研究の推進

Ａ：①＋②が９０％以上

Ｂ：①＋②が７５％以上

Ｃ：①＋②が６０％以上

Ｄ：①＋②が６０％未満

－　9　－



○成果　　◆課題 　・改善策評価
上段：前　期
下段：後　期
(　 ):H29年度

回
答
①

実施状況の
達成度判断基準

重点項目 評価の観点主要な具体的な取組

【教職員】
「つなぐ・広げる・深める」教
師の働きかけを意識している

８４％（96）

９３％（89）

31
(40) Ａ

○校内研究テーマを意識した授業実践が円滑に行われて
いる。
◆よりよい授業のあり方をめざした意識の継続が今後の
課題である。

【教職員】
生徒の意欲を高める「課題」と
「まとめ」の工夫を意識してい
る

８３％（88）

８６％（89）

31
(23) Ｂ

◆「課題」と「まとめ」の整合性を意識した授業づくり
に継続して取り組む必要がある。

【教職員】
「魅力のある学校づくり」を意
識して、日々の教育活動に当た
ることができた

９３％（87）

９７％（91）

44
(45) Ａ

◆生徒・教師・保護者・地域それぞれにとっての「魅
力」について再確認し、全職員の共通した認識のもと、
教育活動を展開する必要がある。

【教職員】
共通理解・共通実践に努め、組
織的な取組が進められるよう心
がけている

９３％（97）

９７％（98）

53
(45) Ａ

◆生徒・教師・保護者・地域にとっての「魅力」を具現
化するための具体策を掲げ、さらに共通理解・共通実践
に努めていかねばならない。

【教職員】
各種の取組（実践）を評価・検
証し、次に生かそうと指導改善
に努めている

９３％（98）

９５％（96）

35
(32) Ａ

◆明らかとなった課題を全教職員で共有し、PDCAのサイ
クルに基づいた取組を今後も推進していかねばならな
い。

【教職員】
業務の効率化を意識して、日常
の業務改善に取り組むことがで
きた。

７７％（－）

９０％（－）

30
(25) Ａ

◆校内体制の整備や、職員間の適切な役割分担を検討し
ていく必要がある。

【教職員】
時間外勤務時間を縮減できた。

６７％（－）

７９％（－）

35
(16) Ｂ

○退校時刻の目標値を定めることにより、意識の高まり
は見られるようになった。
◆教職員一人ひとりが意識を持ち、計画的・効率的に業
務を行えるよう努めなければならない。

③
働き方改革
（多忙化解消）

Ａ：①＋②が９０％以上

Ｂ：①＋②が７５％以上

Ｃ：①＋②が６０％以上

Ｄ：①＋②が６０％未満

6

そ
　
の
　
他 ②

基本的な指導姿勢
　　　（重点事項）

① 校内研究の推進

： 内灘町の共通評価項目

新規

新規
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